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１． はじめに 

気象・気候と農業・社会は，古来より密接に関係

してきた．その一例として，江戸時代におきた天

明・天保の飢饉が挙げられる．東北地方を中心と

した冷害によるこの大飢饉は，後に大塩平八郎の

乱の要因にもなるなど，社会に大きな影響を与え

た．しかし，気象・気候と歴史の関係性について科

学的に述べている論文は非常に数が少ない． 

少ない先行研究の 1 つとして，日本の敗戦を，

1945年に起きた大冷夏との関係から考察したもの

がある（山内 2016）¹．昭和天皇は，ポツダム宣言

受諾の１つの理由として食糧不足をあげているこ

とから，この論文では，敗戦色が強まり戦況に苦

しむ日本に対して，米の大凶作を引き起こした大

冷夏が，日本の食糧事情を悪化させ，終戦という

日本の歴史に影響を与えた可能性を指摘した． 

しかし，1945 年だけでなく 1931 年から凶作は

立て続けに起きており，その期間は昭和初期大凶

作と呼ばれている（図 1）．また，1931∼1945 年は

満州事変に始まり，日中戦争・太平洋戦争と続い

た日本の激動の時代であり，十五年戦争期と呼ば

れている．2 つの期間が重なっていることに注目

した研究³（海野 2016）では，この期間中に起きた

食料事情の悪化が，十五年戦争期の日本に大きな

影響を与えていた可能性を指摘した．しかし，昭

和初期大凶作と，それを引き起こしたと考えられ

る当時の異常気象・気候変動の関係について，詳

細には述べられていない。 

以上より，当時の異常気象・気候変動が昭和初 

 

期大凶作に与えた影響を明らかにし，異常気象・

気候変動は歴史を変える要因になり得るか検証す

ることで，気象・気候と歴史の両分野を繋き，互い

の更なる発展につながるのではないかと考える．

そのために本研究では，昭和初期大凶作の期間が,

イネの成長にとってどのくらい不利であったか,

気象モデルを用いて当時の気候場を詳細に計算し

解析した． 

２．方法 

使用モデルは，領域気象モデル WRFv3.4.1 であ

る⁴．計算領域は，冷夏による大きな被害が予想さ

れる東北地方を中心とした（ E131~ E153 ，

N31~N55）．なお，初期値・境界値には ERA-20C を

使用した.計算期間は,昭和初期大凶作中の豊作年

（1933，43，44，46 年）と凶作年（1931，34，35，

41，45 年）の 5 月 1 日 0 時（UTC）から 10 月 31

日 18 時（UTC）とした．水平格子間隔は 15km で

鉛直方向には 59 層ある．下層ほど解像度を細かく

し，やませによって発生する大気下層の気象現象

の再現性を高めた. 850hPa 以下の解像度は，

ERA20C の 3 倍となっている．モデルを使うこと

で，日射量や雲量など観測値だけでは得られない

気象変数を空間的に見ることができる． 

本研究では，大冷夏がどれほどイネの成長に不

利であったのかを評価するために，指標として減

数分裂限界温度⁵，積算日射量⁶を使用した．これら

の指標を東北地方（E139.5 ~E141.5，N37.5~N41.5）

で領域平均し，当時のコメ収穫量の推移と比較し

た． 

３．結果と考察 

今回の解析ではイネの成長を大きく左右する 7

月に注目した．やませが吹くと三陸沖で下層雲が

発生することが知られている⁷．再現結果より，冷

夏年平均では,やませに伴う三陸沖の下層雲が確

認できた（図 2）． 

 

図 1 水田 10a 当たりの米収穫量の推移² 



 

 

モデルの結果から東北地方の昭和初期大凶作の

平均最低気温，積算日射量を計算した．イネは最

低気温が 17℃以下になると減数分裂障害を引き起

こすことが知られている⁵．凶作年の 7 月は平均最

低気温が 17℃付近であった.一方豊作年は 17℃を

超えていた（図 3） 

積算日射量とイネの収穫量との間には，正の相

関があることが知られている⁶．今回の解析では，

7月の積算日射量を計算した.積算日射量と米の収

穫量の推移は概ね一致している（図 4）．豊作年と

比べ凶作年は，東北地方全体で積算日射量が 15％

ほど少なかった．（図 5） 

４．まとめ 

指標を用いることで，当時の気候場がイネに与

えた影響を考察した．結果より，昭和初期大凶作

中には，やませによりイネの成長に大きな影響を

与える冷夏が立て続けにおきたと考えられる． 

凶作年だった 1934，35 年は，生活に苦しむ農

民の反乱が多く発生した．社会情勢が不安になる

中で二・二六事件が発生し,それは軍が大きな権

力を持つきっかけになった．1941 年の凶作は，

1939 年に起きた朝鮮大干ばつとも相まって日本

の食料供給システムを見直す契機となり，1941

年ベトナム侵攻の遠因にもなった³．1945 年の凶

作は，度重なる冷夏と食料庫への空襲により備蓄

米が減少していた中，アメリカ軍による食糧輸入

の妨害を受け，本土で食糧自給が求められる状況

に迫っていた日本に大きなダメージを与えた．そ

してこれは終戦の一因にもなった¹． 

以上より，十五年戦争中に起きた度重なる冷夏

は，食糧問題を介して当時の社会情勢に大きな影

響を与え，この期間中に起きた日本の歴史の転換

点にたびたび密接に関係していた可能性が示唆さ

れた． 
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図 3 7 月平均最低気温と米収穫量の推移 
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図 5 7 月 31 日の積算日射量の平面マップ【×10⁹J/m²】 
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図 4 7 月の積算日射量と米収穫量の推移 
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